
 

 

 

 

 

 

 

 

■有備無患 ～未来につながる学びと備え～                    

校長 島田静香 

 

長かった夏休みが終わり、学校に児童・生徒たち

の元気な声が戻ってきました。夏休み中の様々な経

験を糧に、一人一人が新たな気持ちで２学期を迎え

ていることと思います。 

はじめに、このたびの熊本地方で発生した地震に

より被災された皆様、また千葉、北陸地方で発生し

た豪雨災害により被害を受けられた皆様に、心より

お見舞い申し上げます。一日も早い復旧と復興、そ

して平穏な日常が戻ることを願っております。 

「有備無患（ゆうびむかん）」とは、「日頃から備

えをしておけば、いざという時に慌てることがな

い」という意味です。９月１日の「防災の日」を迎

えるこの時期は、備えについて考える機会でもあり

ます。本校周辺でも大雨による冠水や地震があり日

常のありがたさと備えの大切さを感じています。 

未来につながる学び 

さて、夏季休業中は、教職員にとっても学びを深

める貴重な期間となりました。授業づくりや教育相

談、ICT活用などの研修に参加するとともに、校内

でも協議や情報交換を重ねながら、より良い指導・

支援の在り方について考えました。特に、一人一人

の実態に応じた分かりやすい授業づくりや、教育環

境について学びを深め、２学期の教育活動に生かす

準備を進めてきました。 

また、私自身も青森県で開催された全国の特別支

援学校長が集う研究協議会に参加しました。研修で 

 

 

 

 

 

 

は、文部科学省から特別支援学校学習指導要領等の

改訂や特別支援教育を取り巻く諸課題、今後の方向

性について説明を受けました。さらに、青森ならで

はの学びとして、世界文化遺産「北海道・北東北の

縄文遺跡群」の中心的な遺跡である三内丸山遺跡に

関する講演も聴講しました。縄文時代の人々が自然

と共生し、高齢者や病気のある人を支えながら暮ら

していたことを知り、共生社会の実現を目指す特別

支援教育とのつながりを強く感じました。 

 

 

 

 

 

学びを止めないために 

8月27日、28日に、オンライン学習を実施しまし

た。画面越しではありましたが、児童・生徒の元気

な様子を見ることができ、学校と家庭をつなぐ貴重

な機会となりました。オンライン学習は、災害や感

染症の流行などにより登校が難しくなった場合で

も、学びを継続するための有効な手段の一つです。

ICT機器の操作などに慣れておくことは、「学びを止

めないための備え」につながります。 

２学期は、学習や行事を通して新しいことに挑戦

し、自分のできることを広げる機会が待っていま

す。「有備無患」の言葉のとおり、日々の備えは児

童・生徒の学びと成長を支える基盤となります。一

人一人の成長の歩みに寄り添いながら、できること

を増やし、自信を深

めていけるよう支援

をしてまいります。

引き続き、御理解と

御協力をよろしくお

願いいたします。 

学校だより
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■２学期も安心・安全な学校作りに取組みます 

生活指導部主任 古澤 宏明 

 

２学期も、児童・生徒が安心して学び、生活できる

学校づくりに取り組んでまいります。今回は、本校で

行っている安全に関する取組の概要についてお知ら

せいたします。 

（１）避難訓練の実施 

都立学校では、年間を通して計画的に避難訓練を

実施しています。本校でも、地震・火災・水害など、さ

まざまな災害を想定し、次の目標を大切にしながら

訓練を行っています。 

①緊急避難経路を覚えること 

②実際の災害発生状況に応じて適切な避難経路

を通って避難できること 

③繰り返し訓練することで、いざという時に慌て

ず混乱なく迅速に避難行動をとれること 

 学年や児童・生徒の実態に応じて、避難訓練当日だ

けでなく、日々の学習の中でも、ヘルメットを装着す

る練習や、机の下にもぐって身を守る練習に取り組

んでいます。繰り返し練習することで、小学部１年生

もヘルメットをスムーズに装着し、落ち着いて避難

できる姿が見られるようになってきました。 

災害はいつ起こるか分かりません。いざという時

に児童・生徒が安全に行動できるよう、今後も日頃

からの備えと訓練を大切にしてまいります。 

 

（２）安全を守る取組の概要 

〇全校の取組 

【① 安全教育】 

生活安全：セーフティ教室、不審者対応訓練 

交通安全：交通安全教室 

災害安全：毎月実施する避難訓練 

健全育成：いじめや体罰等の早期発見・早期対応 

【②安全を確保する取組（未然防止と緊急対応）】 

個人カード管理（通学方法等の状況把握）  

校外学習等行方不明時対応マニュアル作成 

生活指導目標掲示  校内の安全点検  

応急救急法講習実施（ＡＥＤ操作・心臓マッサージ） 

熱中症チェッカーでの測定 

アレルギー事故防止校内ルール徹底(毎学期始) 

スクールバス降車確認訓練(毎学期始) 

ＥＭコール訓練（緊急時対応訓練、毎学期始） 

【③再発防止に向けての取組】 

インシデント・アクシデント報告 

※事故やヒヤリ・ハットがあった場合は、すぐに原

因を確認し、翌日の職員朝会で事実と対策を共有

しています。 

※該当する児童・生徒の保護者様には、確認した

内容と学校の対応について、必ずお伝えします。 

■入校、退出方法が変わりました。 

学校だより７月号（6月30日発行）で「安全対策に

ついて」をお知らせいたしましたが、夏季休業中に、

通用門及び東門への電子錠設置や防犯カメラの増設

等の機械警備設備の工事を行い、入校、退出方法を

変更しました。 

○徒歩で来校される方は、これまでどおり通用門

のインターホンでお知らせください。 

○自転車で来校される方は、東門にもインターホ

ンが設置されたので、直接東門インターホンで

お知らせください。電子錠で開閉できるように

なりました。 

 

また、通用門および東門から退出する際の方法も、

電子錠による操作に統一されました。詳しい方法に

ついては、学年だよりでお知らせいたします。 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑新たに設置された東門のインターホン及び電子錠 

校舎 

東
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小1 小2 小3～6 中

5 土

令和８年度　９月行事予定
スクールバス発車時刻　短縮：短縮便１１：４０　①：１便１３：４０　②：２便１５：２０

日 曜 全校行事 小学部 中学部 保健
バス

3 木 中学部１便下校 身体測定(小低) ①

短縮

2 水

4 金 避難訓練(水害) 宿泊前検診(中3)

始業式
安全指導日

全校短縮便下校 全校短縮便下校

給食始　 身体測定(中)

1 火

7 月 個別面談 始 身体測定(小高)

6 日

全校１便下校

9 水

8 火 ①全校１便下校

全校１便下校

11 金 個別面談 終 ①

10 木 ①全校１便下校

全校１便下校

13 日

12 土

15 火

14 月

17 木  精神科健康相談 ① ①

16 水 中３修学旅行 始 ①

19 土

18 金 中３修学旅行 終

21 月 敬老の日

20 日

23 水 秋分の日

22 火 国民の休日

25 金 不審者対応訓練 ① ②

24 木 中学部１便下校 ① ② ①

28 月 中２社会見学Ａ

27 日

26 土

30 水 小４社会見学

29 火 宿泊前検診(中1)

①

①

① ②

②

① ② ② ②

② ②

① ②

①

①

① ② ② ②

①

①

① ① ②

① ②


